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市民の声・江東
六価クロムの安全な処理を！
江東区に公立の夜間中学を！
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一
昨
年
12
月
の
特
定
秘
密
保
護
法
、
昨

年
7
月
1
日
の
集
団
的
自
衛
権
の
閣
議
決

定
に
続
き
、安
倍
政
権
は
7
月
中
旬
に
「
安

全
保
障
関
連
法
案
（
戦
争
法
案
）」
を
強
行

採
決
に
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
（
こ

の
区
議
会
レ
ポ
ー
ト
が
お
手
元
に
届
く
の

は
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
な
る
で
し
ょ
う
）。

　
「
戦
争
法
案
」
に
つ
い
て
は
、6
月
初
旬
、

与
野
党
推
薦
の
参
考
人
と
し
て
出
席
し
た

3
人
の
憲
法
学
者
が
そ
ろ
っ
て
憲
法
違
反

だ
と
表
明
。
こ
の
法
案
の
違
憲
性
が
あ
ら

た
め
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
菅
官
房
長
官
は
「
違
憲
で
は
な
い

と
い
う
学
者
も
た
く
さ
ん
い
る
」
と
反
論
、

し
か
し
ほ
と
ん
ど
名
前
を
挙
げ
ら
れ
ず「
数

で
は
な
い
」
と
居
直
る
始
末
で
す
。
そ
し

て
学
者
へ
の
嫌
悪
を
示
し
ま
し
た
。
自
民

党
と
違
う
意
見
に
は
聞
く
耳
を
持
た
な
い
、

異
論
は
許
さ
な
い
と
い
う
独
裁
政
治
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
「
も
う
だ
ま
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
。
権
力
の
暴
走
に
批
判
を
加
え
な

け
れ
ば
、
学
問
の
存
在
理
由
は
な
い
」
と

し
て
「
安
全
保
障
関
連
法
案
に
反
対
す
る

学
者
の
会
」
が
6
月
に
発
足
、
７
月
5
日

現
在
８
３
０
０
人
を
超
え
る
学
者
・
研
究

者
が
ア
ピ
ー
ル
に
賛
同
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
自
民
党
議
員
の
傲
慢
不
遜
、
無
知

蒙
昧
を
天
下
に
知
ら
し
め
た
の
が
、
自
民
党

本
部
で
開
催
さ
れ
た
「
文
化
芸
術
懇
話
会
」

で
し
た
。
作
家
の
百
田
尚
樹
氏
が
「
沖
縄
の

二
つ
の
新
聞
は
つ
ぶ
さ
な
い
と
い
け
な
い
」

と
発
言
し
、
自
民
党
議
員
た
ち
は
「
広
告
料

収
入
を
絶
て
ば
い
い
。
経
団
連
に
働
き
か
け

て
ほ
し
い
」
と
呼
応
。
言
論
弾
圧
を
支
持
し

た
と
い
う
事
で
す
。
日
本
で
な
け
れ
ば
即
刻

議
員
辞
職
に
値
し
ま
す
。
政
府
と
し
て
は
こ

の
懇
話
会
に
関
知
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
メ
ン
バ
ー
は
安
倍
首
相
の
側
近
で
あ

り
、
独
裁
的
な
安
倍
政
権
の
体
質
を
如
実
に

示
す
で
き
ご
と
で
し
た
。

　

ま
た
7
月
4
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
討
論
番
組

で
は
高
村
副
総
裁
が
「
国
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
く
て
も
採
決
に
踏
み
切
る
」
と
発

言
し
ま
し
た
。
国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る

意
思
は
な
い
、
と
い
う
事
で
す
。
権
力
の

中
枢
に
い
る
議
員
た
ち
の
劣
化
は
国
民
に

と
っ
て
大
き
な
不
幸
で
す
。
安
倍
政
権
は
、

人
数
さ
え
揃
え
れ
ば
何
で
も
で
き
る
、
議

員
の
質
は
二
の
次
と
考
え
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

世
論
や
学
者
た
ち
に
加
え
て
最
近
で
は

学
生
た
ち
の
「
戦
争
法
案
反
対
！
」
の
声

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
に
な
っ

た
ら
戦
場
に
駆
り
出
さ
れ
る
の
は
若
い
人

た
ち
で
す
。
彼
ら
と
と
も
に
、
憲
法
を
遵

守
し
な
い
政
権
や
議
員
に
抵
抗
し
、
立
憲

主
義
・
国
民
主
権
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。�

中
村
ま
さ
子

市
民
の
声
・
江
東
　
区
政
報
告
会
の
ご
案
内

日
時	

８
月
９
日
（
日
）

	

午
後
１
時

場
所	

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

	

第
一
和
室
（
参
加
費
無
料
）

●
予
約
不
要
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

終
了
後
、「
暑
気
払
い
」
を
行
い
ま
す
（
会
費
１
５
０
０
円
）

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

　

４
月
の
統
一
地
方
選
挙

で
６
期
目
に
当
選
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
党
利

党
略
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
区
政
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

を
皆
さ
ま
と
と
も
に
つ

く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
事
務
所
を
借
り

ま
し
た
。

　

中
の
橋
商
店
街
入
り
口

の
信
号
を
南
に
入
り
、
約

１
５
０
メ
ー
ト
ル
先
の
左

側
で
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
大
島
８

丁
目
を
拠
点
に
今
後
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
ひ
い
き

に
！

　
「
安
部
政
治
」
へ
の
怒

り
は
ま
さ
に
沸
騰
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市

民
の
声
・
江
東
で
は
「
壊

す
な
憲
法
！　

許
す
な
戦

争
法
案
！
」
と
題
し
た
学

習
会
を
７
月
27
日
に
開
催

し
ま
す
。

　

講
師
は
日
本
体
育
大
学

教
授
で
憲
法
学
が
専
門
の

清
水
雅
彦
さ
ん
。
日
本
国

憲
法
の
独
自
性
や
「
戦
争

法
案
」
の
違
憲
性
に
つ
い

て
存
分
に
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

憲
法
第
九
条
が
謳
っ
て

き
た
平
和
主
義
に
立
ち
戻

り
、
九
条
の
独
自
性
を
保

持
す
る
た
め
に
も
、「
戦

争
法
案
」
に
は
断
固
と
し

て
対
抗
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日
時�

７
月
27
日
（
月
）

�

18
時
開
場

会
場�

テ
ィ
ア
ラ
こ
う

と
う
中
会
議
室
（
住
吉

駅
徒
歩
４
分
）

資
料
代�

５
０
０
円

＊
資
料
準
備
の
都
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

申
込
み
を
フ
ァ
ク
ス
で

お
願
い
し
ま
す
。

03
（
３
６
３
６
）
１
０
３
３

　

続
い
て
、九
月
に
は
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
の
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
10
月
に
は
各
人
に

通
知
さ
れ
る
12
桁
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
。
二
面
で
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
治

体
が
重
い
負
担
を
担
う
こ

と
に
な
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
個
人
情
報

の
保
護
対
策
な
ど
多
く
の

問
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

反
住
基
ネ
ッ
ト
で
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
白
石
孝

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し

ま
す

新
し
い
事
務
所
で
す
！

中村まさ子と共に歩む会事務所
江東区大島8-2-10PMハイツ

電話03-3636-1031
FAX03-3636-1033

七
月
と
九
月
に
学
習
会
開
催

憲
法
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

＊事務局通信

　不定期ですが、集会や傍聴のお知らせなど
をＦＡＸ通信でお送りしています。受信ご希
望の方はＦＡＸにて「ＦＡＸ通信希望」とお
書きいただき、お名前、ＦＡＸ番号を明記の
うえＦＡＸで 03−3636−1033 までお送りく
ださい。
　またメール通信をご希望の方は「メール通
信希望」というタイトル、お名前、メールア
ドレスを明記して、下記のアドレスにご送信
ください。
usausa@js5.so-net.ne.jp

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
学
習
会　
　

日
時　
９
月
10
日
（
木
）

　
　
　
18
時
30
分
開
始

会
場　

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー　

第
2
会
議
室

講
師　
白
石
孝
さ
ん

資
料
代　
５
０
０
円

＊
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

安
倍
政
権
の
傲
慢
と
劣
化

出窓にはキルトの作品も飾
られています

イラスト／ yukiko A
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中村まさ子の活動日誌
４月

4 日 市民の声・江東会議 
11 日 選挙会議 
18 日 選挙会議
19 日 区議・区長選挙告示
24 日 大中 PTA 歓送迎会
26 日 投票日
５月

2 日 緑の党 GJ 東京運営委員会
9 日 定例会

10 日 選挙報告会
14 日 市民の声・江東会議 

15 日 3 大小 PTA 歓送迎会、町会連
合会懇親会

16 日 緑の党 GJ 意見交換会

17 日 大島地区自治会連合会 40 周
年懇親会

21 日 キルトクラブうさうさ
22 日 教育関係 3 団体合同懇親会

23 日　3 大小運動会、緑の党 GJ 地
域代表協議会（〜 24 日）

25 日 臨時本会議
26 日 立憲ネット総会

30 日〜
31 日

福島原発震災情報連絡セン
ター総会、被災地視察 

６月
1 日 市民会議
2 日 江東労組連行政交渉 
7 日 子どもの貧困対策情報交換会

9 日〜
29 日 第２回区議会定例会

14 日 東京清掃自治権集会

20 日 枝川都民基金総会、シンポジ
ウム

21 日 1000 万人署名会議、沖縄東
部集会会議

23 日
キルトクラブうさうさ
戦争への道をゆるさない 6.23
東京集会

25 日 土地開発公社評議会
26 日 労組連定期大会、定例会議

27 日 さようなら原発 1000 万人署
名活動

28 日 全国フェミニスト議員連盟総
会

29 日 「沖縄・辺野古に基地はいら
ない！」東京東部反戦集会

新
年
度
議
会
ス
タ
ー
ト
！�

　
4
月
の
選
挙
後
、
新
し
い
メ
ン

バ
ー
で
の
初
の
定
例
会
が
終
了

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
正
副
議

長
が
そ
ろ
っ
て
女
性
と
い
う
初

め
て
の
議
会
人
事
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
は
都
議
会
で
の
セ
ク

ハ
ラ
野
次
が
社
会
問
題
に
な
り

ま
し
た
が
、
正
副
議
長
に
は
積

極
的
に
男
女
平
等
策
を
推
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
「
企
画
総
務
委
員
会
」
と

「
医
療
・
介
護
保
険
制
度
特
別
委

員
会
」
の
所
属
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
区
政
の
企

画
・
調
整
、行
政
改
革
、財
政
、組
織
・

人
事
、
契
約
、
危
機
管
理
、
男
女

平
等
、
選
挙
、
監
査
な
ど
を
所
管

し
ま
す
。
幅
広
い
テ
ー
マ
を
扱
い

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
や
り
が
い

も
あ
り
ま
す
。

●
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正
、
事
務
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

こ
の
10
月
か
ら
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
」
が
始
ま
り
、
全
て
の

人
に
12
桁
の
番
号
が
つ
け
ら
れ
ま

す
。
正
式
名
称
は
「
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
」
と
い
っ
て
、
税
や

社
会
保
障
に
関
す
る
個
人
情
報
を

国
が
管
理
・
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
し
か
し
始
ま
る
前
か
ら
預

貯
金
口
座
や
医
療
分
野
で
の
利
用

拡
大
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
年

金
機
構
か
ら
の
個
人
情
報
流
出
事

件
が
起
き
た
ば
か
り
で
す
が
、
そ

の
ま
え
に
年
金
機
構
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
関
す
る
評
価
書
で
「
リ
ス

ク
対
策
は
全
項
目
十
分
に
お
こ

な
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
ま

し
た
。
１
０
０
％
の
安
全
は
誰
も

保
障
で
き
な
い
の
で
す
。
ま
た
江

東
区
の
今
年
度
の
経
費
は
ほ
ぼ

7
億
円
、
そ
の
う
ち
国
の
負
担
は

５
６
０
０
万
円
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

自
治
体
に
責
任
と
財
政
負
担
を
押

し
付
け
る
制
度
で
す
。
民
間
の
事

業
者
に
も
大
き
な
負
担
が
生
じ
ま

す
。こ
の
ま
ま
こ
の
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
こ
と
は
反
対
で
す
。
今

回
の
条
例
改
正
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
を
う
け
て
の
改
正
内
容
が
含

ま
れ
る
た
め
、
反
対
を
表
明
し
ま

し
た
。

●
「
人
種
差
別
禁
止
条
例
の
制

定
を
求
め
る
陳
情
」「
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
含
む
人
種
及
び
社
会

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
差
別

を
禁
止
す
る
法
整
備
を
国
に
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情
」�

　

在
特
会
（
在
日
特
権
を
許
さ
な

い
市
民
の
会
）
な
ど
に
よ
る
在
日

韓
国
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
的
な

街
頭
宣
伝
や
脅
迫
に
対
し
て
、
京

都
朝
鮮
学
校
襲
撃
事
件
の
裁
判
で

は
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
に
違
反
し

て
い
る
、
犯
罪
と
し
て
取
り
締
ま

る
べ
き
き
わ
め
て
悪
質
な
人
種
差

別
行
為
で
あ
る
」
と
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
陳

情
で
は
、
区
と
し
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
を
抑
止
す
る
規
制
条
例
を
つ
く

る
こ
と
、
国
に
対
し
て
公
的
規
制

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
ま
す
。
区
と
し
て

は
人
権
意
識
の
向
上
な
ど
の
啓
発

事
業
や
人
権
侵
害
に
関
す
る
相
談

業
務
に
取
り
組
み
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
地
に
相
応
し
い
人
権

感
覚
を
育
ん
で
い
く
と
答
弁
。
条

例
制
定
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
と
の
答
え
は
残
念
で
し
た
。
日

本
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
し
て

は
国
際
的
な
批
判
も
あ
り
、
自
治

体
で
も
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
明
ら
か
に
人
種
差

別
的
な
催
し
に
は
公
共
施
設
の
利

用
を
制
限
す
る
こ
と
、
人
種
差
別

は
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
教
育

を
す
る
こ
と
を
区
に
求
め
ま
し
た
。�

●
「
平
和
安
全
法
制
に
対
し
て
、

平
和
理
念
の
堅
持
を
求
め
る
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
」「
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
等
を
容
認

す
る
閣
議
決
定
を
撤
回
し
関
連

法
律
の
改
正
等
を
行
わ
な
い
こ

と
を
国
に
求
め
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
陳
情
」	

2015 年区議会
第二回定例会開催

所属委員会は「企画総務」と
「医療・介護制度」

安
倍
政
権
が
成

立
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
「
平
和
安

全
法
制
整
備
法
案
」

と
「
国
際
平
和
支

援
法
案
」
に
対
し

て
国
民
、
法
曹
界
、

学
者
・
研
究
者
か

ら
轟
々
た
る
批
判

が
沸
き
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
憲
法
研

究
者
の
声
明
で
は
、

こ
の
二
つ
の
法
案
は
憲
法
9
条
が

定
め
た
戦
争
放
棄
・
戦
力
の
不
保

持
・
交
戦
権
否
認
の
体
制
を
根
底

か
ら
く
つ
が
え
す
も
の
で
あ
り
、

ま
た
法
案
策
定
の
手
続
き
は
立
憲

主
義
、
国
民
主
権
、
議
会
制
民
主

主
義
に
反
し
て
い
る
と
し
て
、
す

み
や
か
に
廃
案
に
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
委
員

会
で
は
初
回
の
審
査
と
い
う
こ
と

で
、
慣
例
と
し
て
十
分
な
内
容
に

入
ら
ず
、
継
続
審
査
と
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
時
期
に
議
論
し
な
け

れ
ば
時
期
を
逸
し
て
し
ま
い
ま
す
。

委
員
会
運
営
の
在
り
方
に
疑
問
を

感
じ
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険

　

5
月
末
現
在
、
江
東
区
の
国
保

の
被
保
険
者
は
８
０
６
８
１
世
帯
、

12
万
３
７
６
３
人
。
世
帯
の
加
入

率
は
約
32
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
保
は
「
国
民
皆
保
険
」

の
根
幹
と
な
る
制
度
で
す

が
、
前
期
高
齢
者
や
失
業
者

な
ど
生
活
基
盤
の
弱
い
方
が

多
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
財
政
基
盤
は
ぜ
い
弱
で
、

保
険
料
負
担
は
重
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
国
保

は
区
が
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

国
は
都
道
府
県
を
運
営
者
に

す
る
国
保
の
広
域
化
を
進
め

て
い
ま
す
。
負
担
可
能
な
保
険
料

で
、
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
介
護
保
険

　

２
０
０
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

介
護
保
険
制
度
。
３
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
る
た
め
、
２
０
１
５
年
度

は
六
期
目
に
当
た
り
ま
す
。
今
期

で
目
立
つ
の
は
負
担
の
引
き
上
げ

と
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
お
そ
れ
で
す
。�

こ
の
8
月
か
ら
合
計
所
得
金
額
が

１
６
０
万
円
の
人
の
利
用
者
負
担

が
1
割
か
ら
2
割
に
、
ま
た
預
貯

金
が
１
０
０
０
万
円
以
上
あ
る
人

は
施
設
利
用
の
食
費
、
居
住
費
の

補
足
が
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

こ
れ
ま
で
要
支
援
１
、２
の
軽
度
の

方
が
利
用
し
て
い
た
予
防
給
付
の

う
ち
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
と
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
基
準
を
緩
和
し
地
域
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
町
会
・

自
治
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

が
担
う
事
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
は
事
業
者
の
参
入
も
働
き
か
け

て
い
ま
す
が
、事
業
者
か
ら
は
「
人

員
基
準
が
緩
和
に
な
っ
て
い
な
い
、

小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
厳
し

い
条
件
だ
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
確
保
で

き
る
か
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
保

険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
と
い
う
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
江
東
区
の
介

護
保
険
制
度
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
き
ま
す
。

中村まさ子の収支報告（2015年４月〜６月）
★費用弁償は見直しを求めています。現在、別枠で積み立てています。

４月 5月 ６月 夏季手当

収入
議員報酬 608,000 608,000 608,000 1,481,088
費用弁償 0 0 0 0

支出

所得税 48,750 48,750 35,820 272,194
住民税 56,200 56,200 56,500 0
国民健康保険料 0 0 81,930 0
共友会 0 0 2,000 0
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000 700,000
退職積立金 60,000 60,000 60,000 0
活動積立金 30,000 30,000 30,000 0
共に歩む会へ 113,050 113,050 41,750 508,894

◆
企
画
総
務
委
員
会
◆

◆
医
療
・
介
護
保
険
制
度
特

別
委
員
会
◆

　◆主な議案の審議結果

件名 自 公 維民ク 共産 市民 ネット 他無所属４名＊

包括外部監査契約＊＊（説明は右ページ下段） ○ ○ ○ × × ○ ○

男女共同参画センター工事契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

森下文化センター工事契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

深川スポーツセンター工事契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

個人情報保護条例の一部改正 ○ ○ ○ × × × ○

事務手数料条例の一部改正 ○ ○ ○ × × × ○

住民基本台帳の利用に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ × × × ○

特別区税条例の一部改正 ○ ○ ○ × × × ○

有明北地区の地区計画の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会派

＊他無所属（おおやね、見山、川北、三次）

＊＊包括外部監査契約の締結について　包括外部監査は、20年ほど前、カラ出張や官官接
待が社会問題になり、従来の監査だけでは十分ではないということで導入された制度です。
しかし内容を見るとコストカットや民間委託推奨の提言が中心で、所期の目的の適法性や
違法性の指摘までなかなか踏み込めず、行政へお墨付きを与える役割になってきています。
見直すべき時期にきていると思います。

戦争への道をゆるさない	6.23 東京集会
（日比谷野外音楽堂）にて

●中村まさ子の賛否は「市民」の欄をご覧ください。
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中村まさ子の活動日誌
４月

4 日 市民の声・江東会議 
11 日 選挙会議 
18 日 選挙会議
19 日 区議・区長選挙告示
24 日 大中 PTA 歓送迎会
26 日 投票日
５月

2 日 緑の党 GJ 東京運営委員会
9 日 定例会

10 日 選挙報告会
14 日 市民の声・江東会議 

15 日 3 大小 PTA 歓送迎会、町会連
合会懇親会

16 日 緑の党 GJ 意見交換会

17 日 大島地区自治会連合会 40 周
年懇親会

21 日 キルトクラブうさうさ
22 日 教育関係 3 団体合同懇親会

23 日　3 大小運動会、緑の党 GJ 地
域代表協議会（〜 24 日）

25 日 臨時本会議
26 日 立憲ネット総会

30 日〜
31 日

福島原発震災情報連絡セン
ター総会、被災地視察 

６月
1 日 市民会議
2 日 江東労組連行政交渉 
7 日 子どもの貧困対策情報交換会

9 日〜
29 日 第２回区議会定例会

14 日 東京清掃自治権集会

20 日 枝川都民基金総会、シンポジ
ウム

21 日 1000 万人署名会議、沖縄東
部集会会議

23 日
キルトクラブうさうさ
戦争への道をゆるさない 6.23
東京集会

25 日 土地開発公社評議会
26 日 労組連定期大会、定例会議

27 日 さようなら原発 1000 万人署
名活動

28 日 全国フェミニスト議員連盟総
会

29 日 「沖縄・辺野古に基地はいら
ない！」東京東部反戦集会

新
年
度
議
会
ス
タ
ー
ト
！�

　
4
月
の
選
挙
後
、
新
し
い
メ
ン

バ
ー
で
の
初
の
定
例
会
が
終
了

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
正
副
議

長
が
そ
ろ
っ
て
女
性
と
い
う
初

め
て
の
議
会
人
事
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
は
都
議
会
で
の
セ
ク

ハ
ラ
野
次
が
社
会
問
題
に
な
り

ま
し
た
が
、
正
副
議
長
に
は
積

極
的
に
男
女
平
等
策
を
推
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
「
企
画
総
務
委
員
会
」
と

「
医
療
・
介
護
保
険
制
度
特
別
委

員
会
」
の
所
属
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
区
政
の
企

画
・
調
整
、行
政
改
革
、財
政
、組
織
・

人
事
、
契
約
、
危
機
管
理
、
男
女

平
等
、
選
挙
、
監
査
な
ど
を
所
管

し
ま
す
。
幅
広
い
テ
ー
マ
を
扱
い

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
や
り
が
い

も
あ
り
ま
す
。

●
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正
、
事
務
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

こ
の
10
月
か
ら
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
」
が
始
ま
り
、
全
て
の

人
に
12
桁
の
番
号
が
つ
け
ら
れ
ま

す
。
正
式
名
称
は
「
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
」
と
い
っ
て
、
税
や

社
会
保
障
に
関
す
る
個
人
情
報
を

国
が
管
理
・
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
し
か
し
始
ま
る
前
か
ら
預

貯
金
口
座
や
医
療
分
野
で
の
利
用

拡
大
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
年

金
機
構
か
ら
の
個
人
情
報
流
出
事

件
が
起
き
た
ば
か
り
で
す
が
、
そ

の
ま
え
に
年
金
機
構
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
関
す
る
評
価
書
で
「
リ
ス

ク
対
策
は
全
項
目
十
分
に
お
こ

な
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
ま

し
た
。
１
０
０
％
の
安
全
は
誰
も

保
障
で
き
な
い
の
で
す
。
ま
た
江

東
区
の
今
年
度
の
経
費
は
ほ
ぼ

7
億
円
、
そ
の
う
ち
国
の
負
担
は

５
６
０
０
万
円
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

自
治
体
に
責
任
と
財
政
負
担
を
押

し
付
け
る
制
度
で
す
。
民
間
の
事

業
者
に
も
大
き
な
負
担
が
生
じ
ま

す
。こ
の
ま
ま
こ
の
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
こ
と
は
反
対
で
す
。
今

回
の
条
例
改
正
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
を
う
け
て
の
改
正
内
容
が
含

ま
れ
る
た
め
、
反
対
を
表
明
し
ま

し
た
。

●
「
人
種
差
別
禁
止
条
例
の
制

定
を
求
め
る
陳
情
」「
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
含
む
人
種
及
び
社
会

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
差
別

を
禁
止
す
る
法
整
備
を
国
に
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情
」�

　

在
特
会
（
在
日
特
権
を
許
さ
な

い
市
民
の
会
）
な
ど
に
よ
る
在
日

韓
国
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
的
な

街
頭
宣
伝
や
脅
迫
に
対
し
て
、
京

都
朝
鮮
学
校
襲
撃
事
件
の
裁
判
で

は
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
に
違
反
し

て
い
る
、
犯
罪
と
し
て
取
り
締
ま

る
べ
き
き
わ
め
て
悪
質
な
人
種
差

別
行
為
で
あ
る
」
と
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
陳

情
で
は
、
区
と
し
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
を
抑
止
す
る
規
制
条
例
を
つ
く

る
こ
と
、
国
に
対
し
て
公
的
規
制

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
ま
す
。
区
と
し
て

は
人
権
意
識
の
向
上
な
ど
の
啓
発

事
業
や
人
権
侵
害
に
関
す
る
相
談

業
務
に
取
り
組
み
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
地
に
相
応
し
い
人
権

感
覚
を
育
ん
で
い
く
と
答
弁
。
条

例
制
定
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
と
の
答
え
は
残
念
で
し
た
。
日

本
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
し
て

は
国
際
的
な
批
判
も
あ
り
、
自
治

体
で
も
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
明
ら
か
に
人
種
差

別
的
な
催
し
に
は
公
共
施
設
の
利

用
を
制
限
す
る
こ
と
、
人
種
差
別

は
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
教
育

を
す
る
こ
と
を
区
に
求
め
ま
し
た
。�

●
「
平
和
安
全
法
制
に
対
し
て
、

平
和
理
念
の
堅
持
を
求
め
る
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
」「
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
等
を
容
認

す
る
閣
議
決
定
を
撤
回
し
関
連

法
律
の
改
正
等
を
行
わ
な
い
こ

と
を
国
に
求
め
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
陳
情
」	

2015 年区議会
第二回定例会開催

所属委員会は「企画総務」と
「医療・介護制度」

安
倍
政
権
が
成

立
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
「
平
和
安

全
法
制
整
備
法
案
」

と
「
国
際
平
和
支

援
法
案
」
に
対
し

て
国
民
、
法
曹
界
、

学
者
・
研
究
者
か

ら
轟
々
た
る
批
判

が
沸
き
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
憲
法
研

究
者
の
声
明
で
は
、

こ
の
二
つ
の
法
案
は
憲
法
9
条
が

定
め
た
戦
争
放
棄
・
戦
力
の
不
保

持
・
交
戦
権
否
認
の
体
制
を
根
底

か
ら
く
つ
が
え
す
も
の
で
あ
り
、

ま
た
法
案
策
定
の
手
続
き
は
立
憲

主
義
、
国
民
主
権
、
議
会
制
民
主

主
義
に
反
し
て
い
る
と
し
て
、
す

み
や
か
に
廃
案
に
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
委
員

会
で
は
初
回
の
審
査
と
い
う
こ
と

で
、
慣
例
と
し
て
十
分
な
内
容
に

入
ら
ず
、
継
続
審
査
と
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
時
期
に
議
論
し
な
け

れ
ば
時
期
を
逸
し
て
し
ま
い
ま
す
。

委
員
会
運
営
の
在
り
方
に
疑
問
を

感
じ
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険

　

5
月
末
現
在
、
江
東
区
の
国
保

の
被
保
険
者
は
８
０
６
８
１
世
帯
、

12
万
３
７
６
３
人
。
世
帯
の
加
入

率
は
約
32
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
保
は
「
国
民
皆
保
険
」

の
根
幹
と
な
る
制
度
で
す

が
、
前
期
高
齢
者
や
失
業
者

な
ど
生
活
基
盤
の
弱
い
方
が

多
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
財
政
基
盤
は
ぜ
い
弱
で
、

保
険
料
負
担
は
重
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
国
保

は
区
が
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

国
は
都
道
府
県
を
運
営
者
に

す
る
国
保
の
広
域
化
を
進
め

て
い
ま
す
。
負
担
可
能
な
保
険
料

で
、
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
介
護
保
険

　

２
０
０
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

介
護
保
険
制
度
。
３
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
る
た
め
、
２
０
１
５
年
度

は
六
期
目
に
当
た
り
ま
す
。
今
期

で
目
立
つ
の
は
負
担
の
引
き
上
げ

と
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
お
そ
れ
で
す
。�

こ
の
8
月
か
ら
合
計
所
得
金
額
が

１
６
０
万
円
の
人
の
利
用
者
負
担

が
1
割
か
ら
2
割
に
、
ま
た
預
貯

金
が
１
０
０
０
万
円
以
上
あ
る
人

は
施
設
利
用
の
食
費
、
居
住
費
の

補
足
が
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

こ
れ
ま
で
要
支
援
１
、２
の
軽
度
の

方
が
利
用
し
て
い
た
予
防
給
付
の

う
ち
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
と
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
基
準
を
緩
和
し
地
域
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
町
会
・

自
治
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

が
担
う
事
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
は
事
業
者
の
参
入
も
働
き
か
け

て
い
ま
す
が
、事
業
者
か
ら
は
「
人

員
基
準
が
緩
和
に
な
っ
て
い
な
い
、

小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
厳
し

い
条
件
だ
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
確
保
で

き
る
か
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
保

険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
と
い
う
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
江
東
区
の
介

護
保
険
制
度
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
き
ま
す
。

中村まさ子の収支報告（2015年４月〜６月）
★費用弁償は見直しを求めています。現在、別枠で積み立てています。

４月 5月 ６月 夏季手当

収入
議員報酬 608,000 608,000 608,000 1,481,088
費用弁償 0 0 0 0

支出

所得税 48,750 48,750 35,820 272,194
住民税 56,200 56,200 56,500 0
国民健康保険料 0 0 81,930 0
共友会 0 0 2,000 0
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000 700,000
退職積立金 60,000 60,000 60,000 0
活動積立金 30,000 30,000 30,000 0
共に歩む会へ 113,050 113,050 41,750 508,894

◆
企
画
総
務
委
員
会
◆

◆
医
療
・
介
護
保
険
制
度
特

別
委
員
会
◆

　◆主な議案の審議結果

件名 自 公 維民ク 共産 市民 ネット 他無所属４名＊

包括外部監査契約＊＊（説明は右ページ下段） ○ ○ ○ × × ○ ○

男女共同参画センター工事契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

森下文化センター工事契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

深川スポーツセンター工事契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

個人情報保護条例の一部改正 ○ ○ ○ × × × ○

事務手数料条例の一部改正 ○ ○ ○ × × × ○

住民基本台帳の利用に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ × × × ○

特別区税条例の一部改正 ○ ○ ○ × × × ○

有明北地区の地区計画の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会派

＊他無所属（おおやね、見山、川北、三次）

＊＊包括外部監査契約の締結について　包括外部監査は、20年ほど前、カラ出張や官官接
待が社会問題になり、従来の監査だけでは十分ではないということで導入された制度です。
しかし内容を見るとコストカットや民間委託推奨の提言が中心で、所期の目的の適法性や
違法性の指摘までなかなか踏み込めず、行政へお墨付きを与える役割になってきています。
見直すべき時期にきていると思います。

戦争への道をゆるさない	6.23 東京集会
（日比谷野外音楽堂）にて

●中村まさ子の賛否は「市民」の欄をご覧ください。
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一
昨
年
12
月
の
特
定
秘
密
保
護
法
、
昨

年
7
月
1
日
の
集
団
的
自
衛
権
の
閣
議
決

定
に
続
き
、安
倍
政
権
は
7
月
中
旬
に
「
安

全
保
障
関
連
法
案
（
戦
争
法
案
）」
を
強
行

採
決
に
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
（
こ

の
区
議
会
レ
ポ
ー
ト
が
お
手
元
に
届
く
の

は
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
な
る
で
し
ょ
う
）。

　
「
戦
争
法
案
」
に
つ
い
て
は
、6
月
初
旬
、

与
野
党
推
薦
の
参
考
人
と
し
て
出
席
し
た

3
人
の
憲
法
学
者
が
そ
ろ
っ
て
憲
法
違
反

だ
と
表
明
。
こ
の
法
案
の
違
憲
性
が
あ
ら

た
め
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
菅
官
房
長
官
は
「
違
憲
で
は
な
い

と
い
う
学
者
も
た
く
さ
ん
い
る
」
と
反
論
、

し
か
し
ほ
と
ん
ど
名
前
を
挙
げ
ら
れ
ず「
数

で
は
な
い
」
と
居
直
る
始
末
で
す
。
そ
し

て
学
者
へ
の
嫌
悪
を
示
し
ま
し
た
。
自
民

党
と
違
う
意
見
に
は
聞
く
耳
を
持
た
な
い
、

異
論
は
許
さ
な
い
と
い
う
独
裁
政
治
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
「
も
う
だ
ま
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
。
権
力
の
暴
走
に
批
判
を
加
え
な

け
れ
ば
、
学
問
の
存
在
理
由
は
な
い
」
と

し
て
「
安
全
保
障
関
連
法
案
に
反
対
す
る

学
者
の
会
」
が
6
月
に
発
足
、
７
月
5
日

現
在
８
３
０
０
人
を
超
え
る
学
者
・
研
究

者
が
ア
ピ
ー
ル
に
賛
同
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
自
民
党
議
員
の
傲
慢
不
遜
、
無
知

蒙
昧
を
天
下
に
知
ら
し
め
た
の
が
、
自
民
党

本
部
で
開
催
さ
れ
た
「
文
化
芸
術
懇
話
会
」

で
し
た
。
作
家
の
百
田
尚
樹
氏
が
「
沖
縄
の

二
つ
の
新
聞
は
つ
ぶ
さ
な
い
と
い
け
な
い
」

と
発
言
し
、
自
民
党
議
員
た
ち
は
「
広
告
料

収
入
を
絶
て
ば
い
い
。
経
団
連
に
働
き
か
け

て
ほ
し
い
」
と
呼
応
。
言
論
弾
圧
を
支
持
し

た
と
い
う
事
で
す
。
日
本
で
な
け
れ
ば
即
刻

議
員
辞
職
に
値
し
ま
す
。
政
府
と
し
て
は
こ

の
懇
話
会
に
関
知
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
メ
ン
バ
ー
は
安
倍
首
相
の
側
近
で
あ

り
、
独
裁
的
な
安
倍
政
権
の
体
質
を
如
実
に

示
す
で
き
ご
と
で
し
た
。

　

ま
た
7
月
4
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
討
論
番
組

で
は
高
村
副
総
裁
が
「
国
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
く
て
も
採
決
に
踏
み
切
る
」
と
発

言
し
ま
し
た
。
国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る

意
思
は
な
い
、
と
い
う
事
で
す
。
権
力
の

中
枢
に
い
る
議
員
た
ち
の
劣
化
は
国
民
に

と
っ
て
大
き
な
不
幸
で
す
。
安
倍
政
権
は
、

人
数
さ
え
揃
え
れ
ば
何
で
も
で
き
る
、
議

員
の
質
は
二
の
次
と
考
え
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

世
論
や
学
者
た
ち
に
加
え
て
最
近
で
は

学
生
た
ち
の
「
戦
争
法
案
反
対
！
」
の
声

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
に
な
っ

た
ら
戦
場
に
駆
り
出
さ
れ
る
の
は
若
い
人

た
ち
で
す
。
彼
ら
と
と
も
に
、
憲
法
を
遵

守
し
な
い
政
権
や
議
員
に
抵
抗
し
、
立
憲

主
義
・
国
民
主
権
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。�

中
村
ま
さ
子

市
民
の
声
・
江
東
　
区
政
報
告
会
の
ご
案
内

日
時	

８
月
９
日
（
日
）

	

午
後
１
時

場
所	

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

	

第
一
和
室
（
参
加
費
無
料
）

●
予
約
不
要
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

終
了
後
、「
暑
気
払
い
」
を
行
い
ま
す
（
会
費
１
５
０
０
円
）

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

　

４
月
の
統
一
地
方
選
挙

で
６
期
目
に
当
選
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
党
利

党
略
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
区
政
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

を
皆
さ
ま
と
と
も
に
つ

く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
事
務
所
を
借
り

ま
し
た
。

　

中
の
橋
商
店
街
入
り
口

の
信
号
を
南
に
入
り
、
約

１
５
０
メ
ー
ト
ル
先
の
左

側
で
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
大
島
８

丁
目
を
拠
点
に
今
後
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
ひ
い
き

に
！

　
「
安
部
政
治
」
へ
の
怒

り
は
ま
さ
に
沸
騰
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市

民
の
声
・
江
東
で
は
「
壊

す
な
憲
法
！　

許
す
な
戦

争
法
案
！
」
と
題
し
た
学

習
会
を
７
月
27
日
に
開
催

し
ま
す
。

　

講
師
は
日
本
体
育
大
学

教
授
で
憲
法
学
が
専
門
の

清
水
雅
彦
さ
ん
。
日
本
国

憲
法
の
独
自
性
や
「
戦
争

法
案
」
の
違
憲
性
に
つ
い

て
存
分
に
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

憲
法
第
九
条
が
謳
っ
て

き
た
平
和
主
義
に
立
ち
戻

り
、
九
条
の
独
自
性
を
保

持
す
る
た
め
に
も
、「
戦

争
法
案
」
に
は
断
固
と
し

て
対
抗
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日
時�

７
月
27
日
（
月
）

�

18
時
開
場

会
場�

テ
ィ
ア
ラ
こ
う

と
う
中
会
議
室
（
住
吉

駅
徒
歩
４
分
）

資
料
代�

５
０
０
円

＊
資
料
準
備
の
都
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

申
込
み
を
フ
ァ
ク
ス
で

お
願
い
し
ま
す
。

03
（
３
６
３
６
）
１
０
３
３

　

続
い
て
、九
月
に
は
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
の
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
10
月
に
は
各
人
に

通
知
さ
れ
る
12
桁
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
。
二
面
で
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
治

体
が
重
い
負
担
を
担
う
こ

と
に
な
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
個
人
情
報

の
保
護
対
策
な
ど
多
く
の

問
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

反
住
基
ネ
ッ
ト
で
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
白
石
孝

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し

ま
す

新
し
い
事
務
所
で
す
！

中村まさ子と共に歩む会事務所
江東区大島8-2-10PMハイツ

電話03-3636-1031
FAX03-3636-1033

七
月
と
九
月
に
学
習
会
開
催

憲
法
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

＊事務局通信

　不定期ですが、集会や傍聴のお知らせなど
をＦＡＸ通信でお送りしています。受信ご希
望の方はＦＡＸにて「ＦＡＸ通信希望」とお
書きいただき、お名前、ＦＡＸ番号を明記の
うえＦＡＸで 03−3636−1033 までお送りく
ださい。
　またメール通信をご希望の方は「メール通
信希望」というタイトル、お名前、メールア
ドレスを明記して、下記のアドレスにご送信
ください。
usausa@js5.so-net.ne.jp

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
学
習
会　
　

日
時　
９
月
10
日
（
木
）

　
　
　
18
時
30
分
開
始

会
場　

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー　

第
2
会
議
室

講
師　
白
石
孝
さ
ん

資
料
代　
５
０
０
円

＊
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

安
倍
政
権
の
傲
慢
と
劣
化

出窓にはキルトの作品も飾
られています

イラスト／ yukiko A


